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菅原　元

東日本大震災により被害を受けられた皆さまに心よりお見舞い申し上げます。
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盛
大
生
５
人
に
１
人
が
教
員
に

　
タ
イ
ト
ル
の
「
盛
大
生
５
人
に
１
人
が
教
員
に
」
は
、
昨
年

秋
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
お
い
て
、
高
橋
俊
和
文
学
部
長

の
御
挨
拶
の
中
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
で
す
。
現
在
盛
岡
大
学
の
卒

業
生
（
聖
陵
同
窓
会
会
員
）
が
１
万
人
を
超
え
て
お
り
ま
す
が
、

盛
岡
大
学
案
内
に
掲
載
し
て
あ
る
よ
う
に
昨
年
ま
で
の
教
員
採

用
試
験
合
格
者
が
２
，２
２
８
名
に
も
及
ん
で
い
る
の
が
現
状
で

す
。
当
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
有
馬
賢
さ
ん
（
北
厨
小
教
員
・

１
９
８
９
卒
）が
、
盛
大
の
学
生
を
教
育
実
習
で
の
受
入
光
景
や
、

中
堅
教
員
と
し
て
の
教
育
の
現
状
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
時
に「
子

供
た
ち
の
笑
顔
に
出
会
う
た
め
に
」
と
笑
顔
一
杯
で
話
さ
れ
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。
私
自
身
は
民
間
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
仕

事
の
関
係
で
小
学
校
へ
訪
問
の
際
、
盛
大
卒
の
教
職
員
が
活
躍

し
て
い
る
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
た
り
、
校
長
先
生
か
ら
多

大
な
お
褒
め
を
頂
い
た
り
し
て
お
り
ま
す
。
全
国
に
教
職
員
と

し
て
の
活
躍
の
場
を
求
め
、
日
夜
努
力
さ
れ
て
い
る
教
職
員
の

皆
様
に
敬
意
を
表
す
と
同
時
に
、
今
後
も
益
々
よ
き
先
輩
に
続

い
て
多
く
の
教
員
を
輩
出
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に

今
後
と
も
大
学
と
コ
ラ
ボ
連
携
し
て
、「
夢
あ
か
り
」
な
ど
特
徴

あ
る
取
り
組
み
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　
次
に
、
聖
陵
同
窓
会
と
し
て
の
城
を
構
築
す
る
事
に
一
歩
近

づ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
盛
岡
大
学
の
校
舎
増
築
の
一
環
に
て
、

現
在
の
食
堂
か
ら
連
結
の
２
階
建
て
建
物
の
１
室
を
、
同
窓
会

室
と
し
て
、
開
設
す
る
予
定
で
す
。
現
在
の
予
定
で
は
、
27
年

度
着
工
、
28
年
度
中
供
用
開
始
に
な
り
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
な
環

境
で
、
皆
様
を
お
迎
え
出
来
る
環
境
に
整
え
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
同
窓
会
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
同
窓
会
名
簿
作
成
に

着
手
致
し
ま
す
。
よ
っ
て
皆
様
に
は
連
絡
先
等
の
確
認
作
業
の

御
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
終
わ
り
に
今
後
と
も
、
盛
岡
大
学
聖
陵
同
窓
会
に
対
し
て
、

御
指
導
、
ご
声
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

同
窓
会
長
　
あ
い
さ
つ
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平
成
27
年
度
よ
り
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
が
本
格

的
に
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
保
育
・
幼
児
教

育
の
み
な
ら
ず
、
よ
り
広
い
意
味
で
の
子
育
て
支
援
に
お
け

る
量
的
・
質
的
な
拡
充
及
び
向
上
が
求
め
ら
れ
て
き
て
お
り

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、
新
た
に
平
成
26
年
度

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た
文
学
部
児
童
教
育
学
科
『
保
育
・
幼
児

教
育
コ
ー
ス
』
は
、
保
育
士
資
格
・
幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許

状
の
取
得
を
基
本
と
し
、
更
に
希
望
す
る
者
は
小
学
校
教
諭

一
種
免
許
状
も
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
幅
広
く
乳
児
期
・

幼
児
期
・
児
童
期
の
子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
専
門
的
知
識
を

身
に
付
け
、
附
属
幼
稚
園
や
協
力
園
で
の
実
習
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
通
し
て
よ
り
高
い
保
育
・
幼
児
教
育
の
実
践
力
を

習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
幼
児
教
育
講
座
と
い
う
講
義
の
中
で
１
年
〜
４

年
の
縦
割
り
グ
ル
ー
プ
で
の
模
擬
保
育
や
附
属
幼
稚
園
の
園

児
に
対
す
る
保
育
活
動
を
計
画
・
実
践
す
る
こ
と
で
、
１
年

次
か
ら
多
く
の
保

育
実
践
を
体
験
す

る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、

理
論
的
に
は
も
ち

ろ
ん
実
践
的
な
力

も
身
に
付
け
て
、

よ
り
高
い
専
門
性

を
も
つ
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
３
月
に
初
め
て
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
栄
養

科
学
部
は
、
一
期
生
の
軌
跡
を
基
に
、
地
域
で
真
に
活
躍
で

き
る
知
識
と
技
能
、
心
を
も
っ
た
管
理
栄
養
士
の
養
成
に

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
教
養
教
育
科
目
に
加
え
、
社
会
・
環
境
と
健
康
、
人
体
の

構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成
り
立
ち
、
食
べ
物
と
健
康
、
基

礎
栄
養
学
、
応
用
栄
養
学
、
栄
養
教
育
論
、
臨
床
栄
養
学
、

公
衆
栄
養
学
、
給
食
経
営
管
理
論
に
関
連
す
る
様
々
な
専
門

科
目
を
学
ん
で
い
ま
す
。
座
学
だ
け
で
な
く
幅
広
い
実
験
・

実
習
を
通
じ
、食
の
専
門
家
と
し
て
の
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
本
学
部
で
は
栄
養
士
資
格
、
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
受
験

資
格
の
ほ
か
、
栄
養
教
諭
一
種
免
許
状
、
食
品
衛
生
管
理
者

任
用
資
格
、
食
品
衛
生
監
視
員
任
用
資
格
の
５
つ
の
資
格
取

得
を
目
指
す
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
活
躍
の
場
は
多
岐
に
渡

り
ま
す
。
主
な
就
職
先
は
、
病
院
、
老
人
福
祉
施
設
、
児
童

福
祉
施
設
、公
務
員
、

コ
ン
ト
ラ
ク
ト
フ
ー

ド
サ
ー
ビ
ス
、
ド

ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
、
食

品
製
造
等
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
大

学
院
へ
進
学
し
、
研

究
を
深
め
る
と
い
う

選
択
も
で
き
ま
す
。

自
ら
の
理
想
に
向
か

い
、
本
学
で
の
学
び

を
糧
に
、
多
方
面
で

の
活
躍
を
広
げ
て

い
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

保
育
・
幼
児
教
育
コ
ー
ス
が

 

新
設
さ
れ
ま
し
た

栄
養
科
学
部
が
初
め
て
の

 

卒
業
生
を
輩
出
し
ま
し
た

新
校
舎
に
同
窓
会
室
設
置
！

　
学
校
法
人
盛
岡
大
学
で
は
、
新
校
舎
の
増
築
を
平
成
28
年

度
の
完
成
を
目
指
し
て
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
よ
り

約
一
年
計
画
の
建
設
、
平
成
28
年
度
内
の
利
用
開
始
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
建
設
予
定
地
は
既
存
Ａ
校
舎
の
北
側
の
現
在

草
地
と
な
っ
て
い
る
場
所
で
、
建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
二
階
建
て
延
床
面
積
約
２
、０
０
０
㎡
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　
一
階
に
は
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
、
多
目
的
演
習
室
、
大
教
室
、

保
健
室
、
相
談
室
、
事
務
室
、
女
性
用
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
等

が
、
二
階
に
は
プ
レ
イ
ル
ー
ム
兼
教
室
（
約
４
２
０
㎡
）、

普
通
教
室
等
が
設
置
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
そ
し
て
、
か
ね
て
か
ら
希
望
し
て
い
た
同
窓
会
専
用
の
部

屋
…
同
窓
会
室
を
、
学
校
法
人
の
お
取
り
計
ら
い
に
よ
り
、

建
物
の
二
階
に
設
置
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
同
窓
会
は
、
同
窓
会
室
の
設
置
を
ス
テ
ッ
プ
に
し
て
、

今
後
の
会
の
運
営
及
び
活
動
を
活
発
か
つ
綿
密
に
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
多

く
の
会
員
の
皆

様
の
ご
理
解
と

ご
支
援
・
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
次
号
の
会
報

で
は
新
校
舎
の

詳
細
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

B校舎

A校舎

学生食堂

増築予定地

C校舎

校舎平面図
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　「そこいらのわらしども」を略して「そわ」というのがサーク
ル名の由来だったと思います。（ちなみに幼教の岩崎先生が初代Ｓ
ＯＷＡ）そして、学生時代、地域の子ども達と沢山遊び、学んだ
ＳＯＷＡ出身の卒業生で集合をかけたのが、「ＳＯＷＡＳＯＷＡする
会」です。
　元々私達11代目は、ちょこちょこと集まっていたのですが、「せっ
かくだから、先輩や後輩に声を掛けよう！」ということで「第 1回
ＳＯＷＡＳＯＷＡする会」を開催することになりました。それが、
昨年度の 10 月です。聖陵祭「ホームカミングデー」に何人かで
出席、久しぶりの大学を楽しんだあと、花巻温泉郷「愛隣館」に
集まりました。6代目～ 13 代目の仲間と子ども達約 20 名の参加
でした。皆が学生に戻り、思い出に浸りながらの楽しいひとときを
過ごしました。（幹事 11 代目千葉さんお疲れ様でした。）
　「毎年集まろう！集まらなきゃダメだ！」という某先輩の一言で次
年度の開催決定。幹事も決まりました。
　今年度は、8代目三浦先輩が中心となり、またしても聖陵祭の日、
宮城県仙台市のホテル白萩に集まりました。10名程の参加でした。
一晩中語り合ったのはもちろんですが、「歴代の部員を書き出して

みよう！」とい
うことで模造
紙に。（さす
が三浦先生。
授業か！？）初
代～ 17 代目
位まで、何と
総勢 140 名。
その後も続い
て います か
ら、とんでも
ない同窓生の
人数になりま
す。歴史を感じた瞬間でした。
　次年度は、八戸で開催予定です。毎年、続けていくことでつな
がりを深めていきたいと思います。現役の学生さんや大学の為に
何かをできる「ＳＯＷＡＳＯＷＡする会」を目指していますので、
皆様よろしくお願いします。

　私たち軟式野球部は、全国大会での初勝利を目標に日々励んで
おります。現在の部員数は選手、マネージャー合わせて 20 人程
度と決して多い人数ではありませんが、経験者、初心者、学年関
係なく仲の良い明るいチームです。また、選手が監督もするチー
ムなので、選手同士で練習メニューを考え取り組んでいます。
　昨秋には全国の舞台、東日本大学軟式野球選手権大会へ 2年連
続の出場を決めました。今年は千葉県で開催されて、1回戦・國
學院大学二部戦。延長戦突入となる接戦の末、惜しくも 6対 7と
敗れましたが、全国への手応えを実感しました。
　聖陵同窓会からの助成により、無事に大会へ出場し、力を大い
に発揮することが出来ました。春、秋に行われる地区リーグを再
び勝ち抜き、全国大会での初勝利を目指し今後も頑張ります。応
援よろしくお願いします。

　女子バレーボール部は、東北 1部リーグ入りを目指し練習に励
んでいます。部員の多くは、中学・高校時にバレーボール部に所
属していた者がほとんどですが、未経験の者も選手として頑張っ
ています。
　最近は、東北北リーグ 2部として春・秋のリーグ戦の他、十数
年ぶりに全日本インカレに出場することができました。岩手県内
では、天皇杯予選会や岩手県選手権大会に出場し、東北や岩手県
下のチームと対戦しています。
　各種大会等では、試合会場で卒業生の皆様から励ましの言葉を
かけていただくことも増え、次の試合に向け、練習に一層励みが
増してきています。
　卒業生の皆様が築き上げた歴史に新たな好結果を残せるようこ
れからも努力していきます。今後ともご支援ご声援をお願いします。

同窓会活動報告

日本文学科　2年　森　拓真
全国大会初勝利を目指して

児童教育学科　2年　三浦あずさ
バレーボールを通して

部活動報告
軟式野球部 女子バレーボール部

　私は平成 26 年度より、盛岡大学
文学部児童教育学科の教員として勤
務させていただいております。専門
は保育・幼児教育ということで今年
度から新たにスタートした保育・幼
児教育コースに所属しております。
　私が研究者としてスタートすることが出来たのは、春
日菜穂美先生のゼミ生として卒業論文を作成したことが
基になっています。多くの方は卒業論文というと「とて
も大変で、大学を卒業するために仕方なく書かなければ
いけないもの」のようにマイナスなイメージをもってい
るのではないでしょうか。私も当時は本当に一生懸命、
それこそ卒

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
業をするために書いていました。しかしその

中で、子どもを見つめていくことの楽しさ、そしてそこ
から子どものイキイキとした姿を見出すことの充実感を
味わうことが出来ました。
　私自身も今後そのような『子どもと関わることの楽し
さ』を多くの学生と語り合っていきたいと考えています。

文学部児童教育学科
平成 20 年度卒業 藤田　清澄

　現在、私は西和賀町立湯田小学校
に勤務しています。本校は自校式給
食であり、献立作成・発注などの栄
養士業務である給食運営をはじめ、
各種学校行事の運営にも携わりなが
ら食に関する指導を行っています。
　給食運営では、「安心で安全な給
食を提供する」という基本的な業務を遂行することを第
一目標とし、衛生管理の向上に努めながらおいしい給食
作りに励んでいます。
　食に関する指導では、食育の視点と授業を行う教科の
ねらいを理解し、子ども達の実践力につながる効果的な
指導に向けて、日々教材研究に力を入れています。
　ときには、自分の対応や判断が適切であったのかと戸
惑い、悩むことがあります。しかし、子ども達の「給食
おいしいかったよ」という声が大きな支えとなり、子ど
も達の健康を支えることができる仕事にやりがいを感じ
ています。
　今後も、子ども達の健やかな成長をサポートし、自ら
積極的に食育を推進していけるよう努めていきたいと思
います。

卒業生は今卒業生は今

SOWASOWAする会 文学部児童教育学科  平成 6年度卒業　石戸　満

栄養科学部栄養科学科
平成 25 年度卒業 由利　綾香
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information

平成25年度 聖陵同窓会決算報告
（平成 25 年 4月1日～平成 26 年 3月31日）

収入の部 （単位：円）

支出の部 （単位：円）

■ 編集委員
佐藤大裕（平成12年度卒）／吉田典子（昭和60年度卒）／畑村とも子（昭和60年度卒）／上條尚樹（平成15年度卒）／吉田智子（平成15年度卒）／
川田彩乃（平成 20 年度卒）／佐々木啓（平成 23 年度卒）／佐藤克俊（平成 24 年度卒）／戸羽智美（平成 24 年度卒）／松田祥絵（平成 25 年度卒）

編  集  後  記

事務局だより

　
酷
暑
の
夏
を
越
え
、
例
年
よ
り
は

過
ご
し
易
い
冬
を
越
え
、
砂
込
キ
ャ

ン
パ
ス
は
卒
業
生
を
送
り
出
す
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
同
窓
会
に
と
っ
て

は
新
し
い
仲
間
を
迎
え
る
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。

　
新
し
い
仲
間
と
言
え
ば
、
記
事
中

に
も
あ
り
ま
す
が
本
年
度
の
ホ
ー
ム

カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
は
昨
年
卒
業
し
た

栄
養
科
学
部
の
１
期
生
が
多
く
来
て

く
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
は
来
年
度
も
引
き
続
き
行
う
予

定
で
お
り
ま
す
。
時
期
に
な
り
ま
し

た
ら
ご
案
内
を
出
し
ま
す
の
で
、
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
是
非
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の

案
内
に
併
せ
て
、
同
窓
会
名
簿
作
成

の
住
所
確
認
を
行
い
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
同
窓
生
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
の
一
助
に
な
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　
学
内
で
は
「
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
」

が
発
足
。
地
域
貢
献
に
取
り
組
む
た

め
の
窓
口
と
な
る
部
署
で
す
。
地
域

に
暮
ら
す
同
窓
生
の
生
活
や
仕
事
に

も
関
わ
る
部
署
に
な
り
ま
す
。
盛
岡

大
学
・
盛
岡
大
学
短
期
大
学
部
の
力

を
活
用
し
た
い
。
連
携
し
て
活
動
し

た
い
。
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
（
０
１
９－

６
８
８－

５
５
５
５
（
盛
岡
大
学
代

表
）
に
連
絡
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
同
窓
会
も
事
務
局
長
以
下
、
会
計
、

会
報
の
編
集
長
な
ど
、
若
い
体
制
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
皆

様
方
の
ご
助
力
を
必
要
と
す
る
体
制

で
も
あ
り
ま
す
が
、
同
窓
会
の
発
展

の
た
め
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。
ご
指
導
賜
り
ま
し
た
ら
幸
い

で
す
。

堂々 7連覇 !!
　8月 1日、盛岡さんさ
踊り初日。盛岡大学・
盛岡大学短期大学部さ
んさ踊り実行委員会総勢 258 名（交換留学生 3名
を含む）が、見事最優秀賞を受賞し、連覇の襷を
つなぎました。跳び抜けた躍動感と地響きさなが
らの太鼓の轟きはまさに圧巻で、観る人の心を惹
き込み魅了しました。全国各地から多くのＯＧ・
ＯＢも応援に駆けつけ、感動を分かち合いました。

勢 258 名（交換留学生 3名

白樺の苗木を
1,500本植樹 !
　解体撤去工事を終えた八
幡平校舎跡地を国に返還するため、白樺の苗木 1,500 本を植樹しました。作業は昨年 6月 14日から 21日まで行われました。最終日には菅原同窓会長をはじめとする有志が集い、八幡平校舎への惜別の思いと感謝の気持ちを込めて苗を植えました。
　今後の盛岡大学の発展と、白樺の成長を末永く見守っていただければと思います。

るため 白樺の苗木 1 500 本

毎年恒例
夢あかり
　今年度の開催で 6回目を
迎えた当イベントは「もり
の雪まつり」と題し、「夢あ
かり」と「Wish Land」と
いう 2大イベントで開催い
たしました。本学を学び舎
として子どもたちに楽しんでもらいたいという思いから

、
滝沢市の小学生と附属幼稚園の園児をお招きしました。
　夢あかりでは、雪像を作ったり、竹灯ろうやLEDラ

イ
トを灯したりして、子ども達をはじめ、入学試験の受

験
生をお出迎えしました。さらに、小学生と牛乳パック

で
灯ろうづくりをし、オリジナルの灯ろうがキャンパス

を
色とりどりに飾ってくれました。
　35 名の小学生と 32 名の幼稚園児をご招待したWis

h 
Landでは、そり山や雪上かるた、創作遊び、宝探しなど

、
様々なアトラクションで楽しむことができました。遊

び
を通して、初めて会うお友だちや学生と仲良くなり、

元
気に遊ぶ子ども達の姿が印象に残っています。
　閉会式では、子ども達から「楽しかったので、来年

も
来たい。」という声を多くいただき、学生も楽しく嬉し

い
一日となりました。
　貴同窓会のご理解とご支援のもと、今年度もこのよ

う
なイベントを開催できましたこと、深く御礼申し上げます

。

を

あ
と
い
舎

らいたいという思いから

項　　　目 予算額 決算額
入　会　金 1,500,000 1,430,000
終 身 会 費 3,000,000 2,860,000
雑　収　入 20,000 10,859

特定預金取崩収入 0 0
計 4,520,000 4,300,859

繰　越　金 944,317 944,317
合　　　計 5,464,317 5,245,176

項　　　目 予算額 決算額
事　業　費 2,050,000 2,232,508
事　務　費 10,000 4,000
通　信　費 10,000 5,850
会　議　費 100,000 60,410
慶　弔　費 100,000 59,586
旅費交通費 100,000 37,000

財政基金繰入支出 2,000,000 2,000,000
計 4,370,000 4,399,354

繰　越　金 1,094,317 845,822
合　　　計 5,464,317 5,245,176

　今号では概要での紹介となりましたが、ついに母校に新校舎が増築されることとなりました。次号ではより詳しい情報を掲載できることと思います。
また文学部児童教育学科に保育・幼児教育コースが新設されたことや、栄養科学部が初の卒業生を輩出したことなど大学の新しい動きを紹介するこ
とができました。これからも大学の「今」や会員みなさまの活動を紹介していきたいと考えております。「同窓会活動報告」への寄稿もお待ちしてます。
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